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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第３区分
【発行日】平成25年5月16日(2013.5.16)

【公開番号】特開2013-62636(P2013-62636A)
【公開日】平成25年4月4日(2013.4.4)
【年通号数】公開・登録公報2013-016
【出願番号】特願2011-198975(P2011-198975)
【国際特許分類】
   Ｈ０４Ｎ   5/232    (2006.01)
   Ｇ０３Ｂ  15/00     (2006.01)
   Ｇ０３Ｂ  17/18     (2006.01)
   Ｇ０３Ｂ  37/00     (2006.01)
   Ｈ０４Ｎ   5/225    (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０４Ｎ   5/232   　　　Ｚ
   Ｇ０３Ｂ  15/00    　　　Ｑ
   Ｇ０３Ｂ  17/18    　　　Ｚ
   Ｇ０３Ｂ  37/00    　　　Ａ
   Ｈ０４Ｎ   5/225   　　　Ａ
   Ｈ０４Ｎ   5/225   　　　Ｂ
   Ｇ０３Ｂ  15/00    　　　Ｈ

【手続補正書】
【提出日】平成25年2月5日(2013.2.5)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００６】
　上記課題を解決するため、本発明の画像処理装置は、撮像手段により連続して撮像され
た複数の画像を逐次取得する取得手段と、この取得手段により取得される複数の画像の一
部分の領域どうしを重ねて足し合わせるように合成して合成画像を逐次生成する合成手段
と、この合成手段により前記合成画像が逐次生成される毎に、当該合成画像内に所定の特
徴を有する特徴領域が含まれているか否かを判定する第１判定手段と、この第１判定手段
により前記特徴領域が含まれていると判定された場合に、所定の処理を実行させる制御手
段と、を備えることを特徴とする。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００７】
　また、本発明の画像処理方法は、画像処理装置による画像処理方法であって、撮像手段
により連続して撮像された複数の画像を逐次取得するステップと、取得される複数の画像
の一部分の領域どうしを重ねて足し合わせるように合成して合成画像を逐次生成するステ
ップと、前記合成画像が逐次生成される毎に、当該合成画像内に所定の特徴を有する特徴
領域が含まれているか否かを判定するステップと、前記特徴領域が含まれていると判定さ
れた場合に、所定の処理を実行させるステップと、を有することを特徴とする。
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【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００８】
　また、本発明のプログラムは、画像処理装置のコンピュータを、撮像手段により連続し
て撮像された複数の画像を逐次取得する手段、取得される複数の画像の一部分の領域どう
しを重ねて足し合わせるように合成して合成画像を逐次生成する手段、前記合成画像が逐
次生成される毎に、当該合成画像内に所定の特徴を有する特徴領域が含まれているか否か
を判定する手段、前記特徴領域が含まれていると判定された場合に、所定の処理を実行さ
せる制御手段、として機能させることを特徴とする。
【手続補正４】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　撮像手段により連続して撮像された複数の画像を逐次取得する取得手段と、
　この取得手段により取得される複数の画像の一部分の領域どうしを重ねて足し合わせる
ように合成して合成画像を逐次生成する合成手段と、
　この合成手段により前記合成画像が逐次生成される毎に、当該合成画像内に所定の特徴
を有する特徴領域が含まれているか否かを判定する第１判定手段と、
　この第１判定手段により前記特徴領域が含まれていると判定された場合に、所定の処理
を実行させる制御手段と、
　を備えることを特徴とする画像処理装置。
【請求項２】
　前記制御手段は、前記第１判定手段により前記特徴領域が含まれていると判定された場
合に、その時点で前記合成手段により生成されている前記合成画像を用いた所定の処理を
実行させることを特徴とする請求項１に記載の画像処理装置。
【請求項３】
　前記合成手段により生成された前記合成画像内の前記特徴領域が含まれる一部分の画像
領域を切り抜く切抜手段を更に備え、
　前記制御手段は、前記第１判定手段により前記特徴領域が含まれていると判定された場
合に、その時点で前記合成手段により生成されている前記合成画像を用いて、前記切抜手
段による前記一部分の画像領域の切り抜きを行わせることを特徴とする請求項２に記載の
画像処理装置。
【請求項４】
　前記切抜手段により切り抜かれる前記一部分の画像領域内での前記特徴領域の位置を規
定する構図を少なくとも一つ指定する指定手段を更に備え、
　前記切抜手段は、前記指定手段により指定された構図に規定された位置に前記特徴領域
が存するような画像領域を切り抜くことを特徴とする請求項３に記載の画像処理装置。
【請求項５】
　前記第１判定手段は、前記指定手段により指定された構図に規定された位置に前記特徴
領域が存するような画像領域が、前記合成画像内に含まれているか否かを判定することを
特徴とする請求項４に記載の画像処理装置。
【請求項６】
　前記制御手段は、前記構図に規定された画像領域が含まれていると判定された場合に、
前記合成手段による合成を停止し、前記構図に規定された画像領域が含まれていないと判
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定されるまでの間、前記合成手段による合成を継続することを特徴とする請求項５に記載
の画像処理装置。
【請求項７】
　前記制御手段は、前記第１判定手段により前記特徴領域が含まれていると判定された場
合に、前記合成画像内に前記特徴領域が含まれる旨を報知することを特徴とする請求項１
乃至６のいずれかに記載の画像処理装置。
【請求項８】
　前記第１判定手段は、更に、
　前記合成手段により前記合成画像が逐次生成される毎に、当該合成画像内に前記指定手
段により指定された構図に規定された位置に前記特徴領域が存するような画像領域が含ま
れているか否かを判定し、
　前記制御手段は、更に、
　前記第１判定手段により前記合成画像内に前記特徴領域が存するような画像領域が含ま
れていると判定された場合に、前記合成画像内に前記特徴領域が含まれる旨を報知するこ
とを特徴とする請求項７に記載の画像処理装置。
【請求項９】
　前記第１判定手段により前記特徴領域が存するような画像領域が含まれていると判定さ
れた場合に、前記撮像手段による撮像を停止させる第１停止制御手段を更に備えることを
特徴とする請求項５に記載の画像処理装置。
【請求項１０】
　前記第１判定手段は、更に、
　前記指定手段により指定された複数の構図の各々について、前記合成手段により逐次生
成される前記合成画像内に各構図に規定された位置に前記特徴領域が存するような画像領
域が含まれているか否かを判定し、
　前記制御手段は、前記第１判定手段により前記特徴領域が含まれていると判定された場
合に、その時点で前記合成手段により生成されている前記合成画像を用いた所定の処理を
実行させることを特徴とする請求項５に記載の画像処理装置。
【請求項１１】
　前記制御手段は、更に、
　前記指定手段により指定された複数の構図の全てについて、前記第１判定手段により前
記特徴領域が存するような画像領域が含まれていると判定された場合に、前記合成画像内
に前記特徴領域が含まれる旨を報知することを特徴とする請求項９に記載の画像処理装置
。
【請求項１２】
　前記第１判定手段により前記合成画像内に前記特徴領域が含まれていると判定された場
合に、当該合成画像における前記特徴領域の位置を基準として前記撮像手段により撮像さ
れる範囲を変化させる撮像制御手段を更に備えることを特徴とする請求項１から１１のい
ずれか一項に記載の画像処理装置。
【請求項１３】
　前記撮像制御手段は、更に、
　前記合成手段により生成される前記合成画像内に、前記特徴領域が所定位置に存するよ
うな構図の画像領域が含まれるように前記撮像手段により撮像される範囲を変化させるこ
とを特徴とする請求項１２に記載の画像処理装置。
【請求項１４】
　前記合成手段により前記合成画像が逐次生成される毎に、当該合成画像内に前記特徴領
域が所定位置に存するような構図の画像領域が含まれるか否かを判定する第２判定手段と
、
　この第２判定手段により前記合成画像内に前記特徴領域が所定位置に存するような構図
の画像領域が含まれると判定された場合に、前記撮像手段による撮像を停止させる第２停
止制御手段と、を更に備えることを特徴とする請求項１３に記載の画像処理装置。
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【請求項１５】
　前記撮像制御手段は、前記撮像手段の撮像の方向を制御することを特徴とする請求項１
２から１４のいずれか一項に記載の画像処理装置。
【請求項１６】
　前記合成手段により逐次生成される前記合成画像を表示する表示手段を更に備え、
　前記制御手段は、前記表示手段に表示される前記合成画像における前記特徴領域を識別
可能な表示形態で表示させることにより前記合成画像内に前記特徴領域が含まれる旨を報
知することを特徴とする請求項１から１５のいずれか一項に記載の画像処理装置。
【請求項１７】
　前記特徴領域は、顔領域を含むことを特徴とする請求項１から１６のいずれか一項に記
載の画像処理装置。
【請求項１８】
　画像処理装置による画像処理方法であって、
　撮像手段により連続して撮像された複数の画像を逐次取得するステップと、
　取得される複数の画像の一部分の領域どうしを重ねて足し合わせるように合成して合成
画像を逐次生成するステップと、
　前記合成画像が逐次生成される毎に、当該合成画像内に所定の特徴を有する特徴領域が
含まれているか否かを判定するステップと、
　前記特徴領域が含まれていると判定された場合に、所定の処理を実行させるステップと
、
　を有することを特徴とする画像処理方法。
【請求項１９】
　画像処理装置のコンピュータを、
　撮像手段により連続して撮像された複数の画像を逐次取得する手段、
　取得される複数の画像の一部分の領域どうしを重ねて足し合わせるように合成して合成
画像を逐次生成する手段、
　前記合成画像が逐次生成される毎に、当該合成画像内に所定の特徴を有する特徴領域が
含まれているか否かを判定する手段、
　前記特徴領域が含まれていると判定された場合に、所定の処理を実行させる制御手段、
　として機能させることを特徴とするプログラム。
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